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持
続
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能
な

自
然
共
生
型
産
業
の
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及
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養蜂の実技訓練で協力して作業をするムアン村の村人たち。
村では、お互いに助け合って農作業をする相互扶助（結）の
慣習も残っている。

養蜂の実技訓練で協力して作業をするムアン村の村人たち。
村では、お互いに助け合って農作業をする相互扶助（結）の
慣習も残っている。
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蜂
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 m
iel

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

特
集

ア
ジ
ア
事
業
マ
ネ
ジ
ャ
ー  

江
角 

泰

み
つ
ば
ち
が
紡
ぐ
豊
か
な
森
と

〝
し
な
や
か
な
〞暮
ら
し

伝統的な生活、土地の文化、つながりや自然資源。それらの “しなやかさ”
を失わずに、貨幣価値だけで測った貧困問題をどうやって解決できるの
か。言い換えれば、村人たちのニーズである「現金収入」と「ソーシャル・
キャピタル（社会関係資本）」をどのように両立させるのかはとても重要
な視点だ。これは、森林を失いお金に依存した生活に陥ったカンボジアの
農村や、高度経済成長で人との繋がりを失っていった日本の農村の事例
から考察することができる。ラオスで実践する持続可能な生活スタイル
によって、課題解決のための可能性を模索していきたい。

持続可能な
自然共生産業
サイクル

自
然
共
生
が
育
む

し
な
や
か
な
暮
ら
し



　
ウ
ガ
ン
ダ
北
部
の
パ
ギ
リ
ニ
ア
難

民
居
住
区
で
は
、
2
期
目
と
な
る
自

立
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
2
0
1
9
年
4
月
に
は

南
ス
ー
ダ
ン
難
民
・
ホ
ス
ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
最
貧
困
層
を
合
わ
せ
て
68

名
を
受
け
入
れ
、
木
工
大
工
・
洋
裁
・

編
み
物
・
レ
ン
ガ
積
み
の
4
分
野
の

訓
練
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
8
ヶ
月
に
わ
た
る
職
業
訓
練
が
終

わ
り
、
2
0
1
9
年
11
月
末
に
は
修

了
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
。
ビ
ジ
ネ
ス

開
始
の
た
め
の
資
機
材
の
供
与
、
マ

デ
ィ(

民
族)

の
伝
統
ダ
ン
ス
な
ど
の

余
興
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
修
了

セ
レ
モ
ニ
ー
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
始
ま
る
「
自
立
」
と
い
う
目

標
に
向
け
た
本
当
の
ス
タ
ー
ト
だ
と

い
え
ま
す
。

　
訓
練
を
修
了
し
た
南
ス
ー
ダ
ン
難

民
の
女
性
は
、「
よ
う
や
く
ビ
ジ
ネ
ス

を
始
め
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
嬉

し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
、
子
ど
も
た
ち

の
学
費
を
支
払
っ
て
、
食
べ
物
を
与

な
が
ら
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
今
年
も
新
商
品
と
し

て
、『「
マ
チ
付
き
」
ポ
ー
チ
』
を
発
売

し
ま
し
た
。
こ
の
ポ
ー
チ
は
、
大
槌
で

事
業
を
支
え
る
バ
デ
ィ
ー
ズ
（
パ
ー

ト
職
員
）
3
人
が
企
画
・
開
発
し
た
商

品
で
す
。「
手
仕
事
の
価
値
を
伝
え
た

い
。」
と
い
う
想
い
か
ら
、
ど
ん
な
物

な
ら
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
だ
ろ

う
、
ど
う
や
っ
た
ら
使
い
や
す
い
だ

ろ
う
、
大
き
さ
は
？
形
は
？
と
、
試
行

錯
誤
の
末
に
よ
う
や
く
完
成
し
ま
し

た
。
ポ
ー
チ
に
刺
さ
れ
た
刺
し
子
は
、

ヘ
リ
ン
ボ
ー
ン
柄
と
い
う
世
界
的
に

親
し
ま
れ
て
い
る
模
様
で
す
。
日
本

で
は
、
杉
の
葉
に
見
立
て
、「
杉
綾(

す

ぎ
あ
や)

」、「
綾
杉(

あ
や
す
ぎ)

」
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
刺
し
子
さ

ん
の
丁
寧
な
手
仕
事
が
彩
る
ポ
ー

チ
。
商
品
を
通
し
て
、
ぜ
ひ
、
大
槌
町

や
手
仕
事
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
る
と
嬉
し
い
で
す
。
商
品
は
大
槌

刺
し
子
の
公
式
サ
イ
ト
か
ら
お
買
い

求
め
く
だ
さ
い
。

活
動
レ
ポ
ー
ト

手
仕
事
の
価
値
が
、

暮
ら
し
に
彩
り
を
添
え
る 活

動
レ
ポ
ー
ト

え
ら
れ
る
よ
う
、
仕
事
を
続
け
て
い

き
た
い
で
す
。」
と
語
り
、
ま
た
今
後

の
目
標
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、「
ま
ず

は
一
人
目
の
お
客
さ
ん
に
自
分
の
商

品
を
買
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
そ
う
す

れ
ば
自
分
の
技
術
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
、
た
く
さ
ん
の
お
客

さ
ん
に
来
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま

す
。」
と
、
そ
の
意
気
込
み
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
今
は
ま
だ
何
も
な
い

店
舗
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
彼
女

は
、「
こ
れ
か
ら
お
客
さ
ん
を
惹
き
つ

け
る
ん
だ
」
と
言
い
な
が
ら
、
い
ま
目

の
前
の
仕
事
に
一
生
懸
命
に
励
ん
で

い
ま
し
た
。

　
早
い
も
の
で
、
東
日
本
大
震
災
の

発
生
か
ら
今
年
で
9
年
が
経
ち
ま
し

た
。
そ
の
年
の
6
月
、
大
槌
の
避
難
所

で
産
声
を
あ
げ
た
「
大
槌
復
興
刺
し

子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
た
く
さ
ん
の

方
々
に
支
え
ら
れ
、
も
う
す
ぐ
10
年

目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
、
日
本
を
取
り
巻
く
環
境

も
大
き
く
変
わ
り
、
日
本
国
内
に
お

け
る
被
災
地
も
一
つ
で
は
な
く
な
り

ま
し
た
。
大
槌
復
興
刺
し
子
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
今
後
の
方
向
性
を
見
据

え
な
が
ら
、
大
槌
に
住
む
刺
し
子
さ

ん
、
町
民
の
方
々
、
そ
し
て
日
本
に
ど

の
よ
う
な
貢
献
が
で
き
る
か
を
考
え

0405

「
一
人
目
の
お
客
さ
ん
に
、

 

商
品
を
買
っ
て
も
ら
う
こ
と
」

8ヶ月間の訓練を修了し、その喜びを
歌とダンスで表現している訓練生のみなさん
8ヶ月間の訓練を修了し、その喜びを
歌とダンスで表現している訓練生のみなさん

商品名：「マチ付き」刺し子ポーチ
価　格：4,290円 (内税 )  全２色

大槌刺し子 検索

https://sashiko.jp/

大
槌
復
興
刺
し
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
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マ
ネ
ー
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ャ
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マ
ネ
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二
郎
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田
畑 

勇
樹
（
ウ
ガ
ン
ダ
駐
在
イ
ン
タ
ー
ン
／ 

当
時
）
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理
事
・
事
務
局
長  

鬼
丸
昌
也

活
動
レ
ポ
ー
ト

〜 

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
識
者
と
の
対
話
シ
リ
ー
ズ 

〜

自
分
と
社
会
を
あ
り
た
い
姿
に
導
く
力
を
探
る

　「
す
べ
て
の
生
命
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
社
会
（
世
界
平
和
）」
と
い

う
、
テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
支
援
と

同
時
に
欠
か
せ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
人
々
に
「
い
い
変
化
を

も
た
ら
そ
う
」
と
す
る
主
体
性
、
す
な

わ
ち
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
を
育
ん
で

い
く
こ
と
。
そ
の
こ
と
で
、
世
界
各
地

で
同
時
多
発
的
に
「
よ
き
変
化
」
が
起

こ
り
、
世
界
平
和
が
近
づ
い
て
い
く

と
信
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
か

ら
、
各
界
で
「
よ
き
変
化
」
を
起
こ
し

て
い
る
方
々
と
の
対
話
を
展
開
し
、

結
晶
母
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。
自
分
と
社
会
を
あ
り

た
い
姿
（
理
想
）へ
導
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
と
一
緒
に
学

ん
で
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
第
一
弾
と
し
て
、
知
事
就
任

後
、「
県
民
幸
福
量
の
最
大
化
」
を
政

策
目
標
に
掲
げ
、
県
庁
職
員
に
「
皿
を

割
れ
（
皿
を
た
く
さ
ん
洗
う
人
は
、
皿

を
割
っ
て
も
い
い
。
責
任
は
私
が
取

る
）」「
空
振
り
は
い
い
が
、
見
逃
し
は

ダ
メ
」
と
語
り
続
け
、
県
庁
を
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
組
織
へ
と
、
職
員
と
と
も
に

二
人
三
脚
で
変
え
て
き
た
蒲
島
郁

夫
・
熊
本
県
知
事
と
対
話
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
源
泉
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
ま
た
、

テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
が
大
切
に
し

て
い
る
「
自
治
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

取
り
戻
す
」
た
め
に
、
何
を
す
べ
き
な

の
か
。
知
事
の
お
考
え
を
伺
い
た
い

と
願
っ
て
い
ま
し
た
。
生
い
立
ち
に

は
じ
ま
り
、
熊
本
地
震
か
ら
の
「
創
造

的
復
興
」
政
策
ま
で
、
多
岐
に
わ
た
る

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
、

以
下
の
言
葉
で
す
。

　「
リ
ー
ダ
ー
は
、
方
向
性
と
目
標
を

示
す
こ
と
が
大
切
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら

を
決
断
す
る
力
（
決
断
力
）
が
必
要
で

す
。
そ
の
方
向
性
と
目
標
を
設
定
し

決
断
す
る
力
は
、
学
ぶ
こ
と
で
つ
い

て
く
る
。
何
か
ら
で
も
学
ぼ
う
と
す

る
と
、人
は
成
長
す
る
も
の
で
す
ね
。」

　
知
事
室
を
退
室
す
る
時
、
僕
ら
が

見
え
な
く
な
る
ま
で
、
ず
っ
と
見

送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
蒲
島
知
事
。
穏

や
か
で
、
そ
れ
で
い
て
ブ
レ
な
い
強

さ
を
持
っ
た
信
念
に
触
れ
て
、
魂
が

震
え
る
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記事全文は、ホームページにて掲載いたします。
パソコン・スマートフォンからご覧ください！

テラルネッサンス 検索

https://www.terra-r.jp/blog/index.html

　こんにちは、事務局次長・啓発事業部長の小田です。
普段は事業部メンバーと一緒に講演や寄付などのファン
ドレイジングを通じた啓発活動に取り組んでいます。
　そんな私が最近意識しているのは“自然体”であるこ
と。もともとの専門はデザインですが、いまでは他分野
であるファンドレイジングに挑戦したり、プレイヤーから
マネジャーへ変身したりと、様々な重圧から以前と比べて
“しんどさ”を感じる瞬間が増えました。そこで、師事して
いるコーチに教えてもらったのは「呼吸（=瞑想）」。自分
のなかに生まれる様々な感情に気づき、それらを丁寧に
扱えるようになるための訓練を続けています。おかげで

　はじめまして。1月の講演会をきっかけに入会しまし
た。学生時代に「子ども兵」や紛争問題を勉強していた
こともあり、以前から活動が気になっていました。私は、
テラルネには「人（の可能性）を信じる」という強い想い
があるように感じています。その想いはもしかしたら、人
を勇気づけ、行動を加速させ、いつしか平和という未来を
創るのではないかと考えるほどです。私も皆さんと一緒
に、テラルネを少しでも支えていきたいと思っています。

1口1,000円(毎月)から、活動を応援できる「ファン
クラブ会員」。情報満載の活動レポートや、海外か
らのポストカードなどをお届けしています。お申し
込みはホームページ、またはお電話でも受付中。
すでにファンクラブ会員の場合は金額変更も可能
です。お気軽にお問い合わせください。

テラルネッサンス ファンクラブ 検索

事務局次長・啓発事業部長

テラルネなひとびと

小田起世和 Kiyoto Oda

今ではずいぶん楽になることができました。成りた
い像としてイメージするのは、スタジオジブリのプロ
デューサー鈴木敏夫さん。いつか会ってお話しして
みたいです。
　「平和のために自らの力を発揮したい」そんな私
自身の願いを実践できるこの場所で、これからも自
然体のまま頑張っていきたいです。

スタッフ編

株式会社ファンドレックス

相澤 順也さんファンクラブ編

ファンクラブ会員、募集中！

電話 075-741-8786 （月-金 10時半 -18時）
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illustration by Haruka Nakajima
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戦争による難民危機や、性暴力の被害、栄養失調や、
マラリアの感染症など…。それら多くのリスクにさらさ
れてきた女性たち。それでも彼女たちは絶やすことなく
その素敵な笑顔をみせてくれる。笑顔は命の本質なの
かもしれない。ーコンゴ・南キブ州の農村にて

世界の扉絵 .06
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- 日常シリーズ・京都事務局の場合 -

講演の補助や、寄付のお礼報告などの業務を、
たくさんのインターン生が力強くサポートしてくれています。

卒業時には、証書とアルバム、記念品を贈呈します
同窓会の様

子

それぞれの
道で頑張る

インターン
生たちの

元気な姿を
見ることが

できました

理事長
海外事業部長
小川真吾


